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１．はじめに 

国土交通省の地震発生時における所管施設の管理

では、状況把握のための点検を実施しているが、大

規模地震では、数時間以上を要し、迅速な初動対応

のための意思決定が困難になる可能性がある。 

このため、地震発生直後の情報の少ない段階にお

いて施設管理者の意思決定をサポートする、大規模

広域型地震被害の即時推測技術を開発し、｢即時震害

推測システム｣(以下：本システム)の構築を行った。 

２．即時震害推測システム 

地震の揺れによる施設被害を推測するにあたって

は、その施設の設置位置における地震動強さが必要

となる。本システムでは、複数の観測点での記録を

もとに表層地盤による基盤面での地震動強さからの

増幅を考慮し、地表面における地震動強さの空間分

布を推計している。表層地盤による地震動の増幅に

ついては、公表されている表層地盤の平均S波速度か

ら、既往の研究で提案されている式等を用いて増幅

率を算出した。その際、地震動強さが

大きい地点では、表層地盤の塑性化の

影響を考慮する改良を加えた。 

本システムにおける構造物の被害推

測は、道路橋、盛土を対象に実施して

いる。また、施設被害に影響が大きい

地盤の液状化危険度の推測を行ってい

る。特に道路盛土については、2004年

新潟県中越地震および2011年東北地方

太平洋沖地震で発生した被災事例をも

とに分析を行い、基礎地盤条件、盛土

構造、盛土高さが被災度との関連が強

いことを明らかにし、被災推測の精度向上を図った。 

本研究成果に基づいて構築した試験システムを運

用しており、画面イメージを下図に示す。 

さらに、本システムの災害対応現場での実践的な

活用を目指した検討を行い、地方整備局を対象とし

たヒアリングおよび意見交換を重ねた。現場からの

意見を基に、試験システムには、通行可能性の順位

評価やCCTVカメラシステムと連携した活用等の機能

を開発し、実装した。 

３．今後に向けて 

以上のとおり、地方整備局との意見を踏まえ、地

震動分布および被害推測を表示する基本的な機能に

加え、災害時の意思決定支援を行ういくつかの機能

を備えた試験システムを構築した。 

今後、試験システムを基本に、現場とのさらなる

活発な意見交換を重ね、地方整備局等の災害対応の

現場に普及させていく予定である。 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

写真 

（写真ﾃﾞｰ

ﾀの貼り付

けは不要） 

図 「即時震害推測システム」試験システム画面 
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１．はじめに 

東日本大震災の後、低頻度激甚災害に対しても柔

軟に粘り強く対応することが求められている。そこ

で国総研では、激甚災害に対し機能不全に陥らない

靱性の高い基幹防災施設の整備と、災害の影響を最

小化する危機管理に資する手法の研究開発を行って

いる。この研究開発の成果を災害発生シナリオの構

築手法として体系化したので紹介する。 

２．災害発生シナリオの構築手法 

ISO31000はリスクマネジメントの国際標準である。

本研究の提案はその中のリスクアセスメントに相当

するものであり、災害のリスクを被害の様相（災害

発生シナリオ）として特定し、評価するものである。

手法のイメージを図に示す。図の①がリスク特定に、

②がリスク分析、③がリスク評価に概ね対応する。

災害シナリオの構築手法は、①のリスク特定である。

②、③についても開発している。 

災害発生シナリオを構築する作業は、外力を具体

的に設定したうえで、道路、河川等適宜分けられた

グループ毎に地図を見ながらブレーンストーミング

によって施設被害、施設機能への支障、生活や経済

への支障を考察し支障発想シートに記入する。次に、

これを災害発生シナリオに整理する。更に、超過外

力着眼点カードにより、当初に設定しなかった想定

外の外力によって発生しうる事象を検討し、シナリ

オに追加することにより、大規模災害を考慮した災

害発生シナリオを描くことができる。 

３．本手法の特徴 

本手法は、合わせて開発した検討の支援ツール群

により、質の高い検討を効率的に行えるようにして 

 

図 災害リスクアセスメントの実施イメージ 

いる。ツール群は過去の災害事例やケーススタディ

ーの結果を活用して作成されており、手順に従った

検討において作業を支援する手順書及び記入様式、

並びに、検討内容の質の向上を支援する事象印刷済

み付箋集、事例集及びチェックリスト等からなる。 

また、災害対策を検討する本格的な危機管理方策

の構築手法としての使用以外にも、防災担当者や若

手職員が災害の様相を理解し、あるいは再確認する

ための研修用ツールとしての使用場面も考えられる。 

４．今後の展開 

協力いただいた地方整備局での試験活用でも、有

用性等について肯定的な意見をいただいている。開

発したツールが現場の災害対策の検討等に役立つよ

うに、ツールの完成度を高める予定である。 
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